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まちづくりの意味の曖昧さ

都市計画としてのまちづくり

コミュニティとしてのまちづくり

＝ハード

＝ソフト



大谷・小鹿地区におけるこれからのまちづくり

コミュニティとしてのまちづくり

＝ソフト

基本は「地域自治」にあり。
つまり，
自分たちのまちを，
自分たちで考え，
自分たちで担っていく。

では，自分たちとは誰か？住民？



「自分たち」とは誰なのか？

令和2年度国勢調査から作成

例えば，住民に「大学生」や「在住外国人」は入るのか？
「小学生」の意志は？昼間に会議に参加できない「働く世代」は？
声を届けられないケア当事者は？地域に根差した店・事業者は？



住民主体のまちづくりを進化させていく時代へ

静岡市（2025）静岡市の人口減少の要因分析と対策に向けた調査研究最終報告書より



住民主体のまちづくりを進化させていく時代へ

静岡市（2025）静岡市の人口減少の要因分析と対策に向けた調査研究最終報告書より



住民主体のまちづくりを進化させていく時代へ

静岡市・静岡市自治会連合会（2021）
静岡市前自治会・全連合自治会アンケート結果報告書より



住民主体のまちづくりを進化させていく時代へ

従来想定する「住民」だけでは，
地域の自治の維持が難しい。

地域自治の衰退した地域は，おそらく

・ご近所付き合いの希薄化が進む
・地域内の情報が見えづらくなる
・危機に対応できなくなる（共助の衰退）
・治安が悪くなる
・消費者的住民が増える
（限られた担い手による地域活動益を受けるのみ）

・望まない孤立が進む



住民主体のまちづくりを進化させていく時代へ

これまで積み重ねてきた「自治」を維持し，豊かにしていくには，
「自治を拡張する」＝住民＋関わりたい多様な人と共にまちを育てる

地域自治
（ローカル・ガバナンス）

多様性・本来感・安心感・開放性・協力関係・ゆるやかさ

地域事業者

大学生

学校

卒業生

地域外に住んでいる
出身者

外国人

観光客

住民



地域自治
（ローカル・ガバナンス）

多様性・本来感・安心感・開放性・協力関係・ゆるやかさ

地域事業者

大学生

学校

卒業生 外国人

観光客

住民

これを「あの手この手で，試行錯誤しながら」つくるのが
大谷・小鹿周辺地区まちづくり未来会議？



ビジョン策定

これまで

10年後を見据えた
私たちのまちづくりの進化

これから


